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助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：　２０１８年　　３月　３１日
事業ID：２０１６４００２５６
事業名：海と日本プロジェクトinふくい（海と日本２０１７）
団体名：海と日本プロジェクトin福井県実行委員会
代表者名：　　富永　　修　　　　　　　　　　印
TEL：０７７６－２１－２２４０
FAX：０７７６－２１－６７２７
事業完了日：　２０１８年　３月　３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　２５，０００，０００　円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　　　　　　　　　　　０　円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額      ２５，０００，０００　円　（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
返還見込み額              　　円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　

福井県で海に関する様々な取り組みを可視化し、多様なキーパーソンと連携しながらプロジェクトのムーブメント化を図るため、以下の事業を実施した。
1． 広域連携によるオリジナルイベント「北前船こども調査団」の実施
北前船の寄港地であった６道県の連携による、北前船が地元の地域にもたらした文化、伝統の調査、体験活動、交流発表及び北前船ガイドブックの作製などを実施した
2． ５つのコラボイベントの展開

全国展開を行う事業と連携し県内で実施

3． 海応援動画の制作

県内の海に関する３０の活動を取材し、応援動画を制作

4． 海活インタビューの制作

県内の１０名の海に関するキーパーソンを取材し、メッセージ動画を制作

5． ニュースサイトの運営

県内の海に関する１１１の取り組みをニュース記事で発信
※具体的な内容は、事業評価の「目標の達成状況」にて記します
事業評価：
＜１＞　事業目標の達成状況：　　　　　　　　
【契約時の目標】
1． 推進パートナーの登録７０社以上、事例５個以上
2． ニュース記事の配信１００記事以上
3． 海応援動画３０本制作・３０回放送
4． 海活インタビュー１０本制作
5． 海活インタビュー１５秒版　１０本制作・２００回放送
6． その他の放送実績
7． 市区町村長のメッセージ　５地区以上
8． 本部連携イベントの実施
9． オリジナルイベントの実施
１０．東京発信イベント
【目標の達成状況】　　※すべての項目で目標を達成
1． 推進パートナー
７０団体・企業を達成

（1） 時期：２０１７年３月～２０１８年１月

（2） 場所：県内全域（一部東京含む）

推進パートナーとの連携、５例
　　①　ペンタワイワイ夏祭りに海と日本プロジェクトブース を展開
連携パートナー：　福井駅前振興組合
　　　　　期間：２０１７年８月４日（金曜日）～２０１７年８月６日（日曜日）
　　　　　内容：福井市駅前大通りで行われたペンタワイワイ夏祭りの会場本部に海と日本のＰＲブ
―スを設置し、福井駅前振興組合と一緒に、プロジェクトの活動をＰＲし、ＷＥＢサ
イトへの導入を図った。 ペンタワイワイ夏祭りは、福井フェニックス祭りの中心イベ
ントで、このフェニックス祭りは福井県内最大の夏祭り。ペンタワイワイ夏祭りは、
福井駅前振興組合と福井テレビが毎年開いており、来場者は約５万人。 

　　②　福井市鷹巣海水浴場で地元観光協会と共同でごみ拾い 

　　　　　連携パートナー：福井市鷹巣観光協会 

　　　　　期間：２０１７年７月１７日（月曜日） 

　　　　　内容：福井市の鷹巣海水浴場で、鷹巣観光協会の呼びかけで、早朝から小学２年生から
６年生までとその母親らおよそ30人が集まり、ゴミ拾いを実施した。参加者たち
が手にしているのは、赤や黄色、緑といったカラフルなゴミ袋で、ゴミを色別に拾っ
てもらい、ゴミ拾いを違った角度から楽しんでもらおうというものです。
拾うこと１時間。集めたゴミを色別に並べると、ちょっとしたアート！子どもたちも楽
しくゴミ拾いができた。
　　③　「高浜水産業公開検討会議」を共同で開催し、高浜の未来を考える 

　　　　　連携パートナー：高浜町水産振興協議会（高浜町、高浜漁協、観光協会などが参加） 

　　　　　期間：２０１７年８月２９日（火曜日） 

　　　　　内容：高浜の水産業公開討論会を、高浜町水産振興組合と一緒に開催し海を活かした
まちづくりを一緒に考えた。ロゴを看板などに使用してもらい活動のＰＲも行った。
この会議には、漁師・仲買など水産業関係者、高浜町・高浜観光協会などが参
加、「若狭高浜港の再整備」と若狭和田ビーチがブルーフラッグ認証を受けた「高
浜の観光」を考えるもので、港と町の総合計画に反映する。今後もニュース等で応
援予定。
　　　④　釣る！さばく！食べる！　釣りガールイベント共同開催 

　　　　　連携パートナー：ＩＩＯプロデュース株式会社(おさかな集積所おとと） 

　　　　　期間：２０１７年１０月１４日（土曜日） 

　　　　　内容：坂井市三国町で、ＩＩＯプロデュース株式会社(おさかな集積所おとと）と共同で釣り
ガールイベントを開催した。釣り・魚さばきとも初体験の女性（１５人）がほとんど
で、今後も友達を誘って参加したいとの声が多かった。釣ったあとは、おさかな
集積所おととの台所を使って魚のさばきに挑戦、初めてで悪戦苦闘しながらも楽し
そうに取り組んでいた。このイベントには、海と日本プロジェクトin福井県事項委員
会の他に、地元のマスコミ４社（放送２社、新聞１社、FMラジオ１社）が後援してい
て、今後も定期的に開催し参加者１０００人を目指す。 
　　　⑤　観光物産inみなと敦賀２０１７でのPRブース展開 

　　　　　連携パートナー：つるが観光賑わいづくり検討会 

　　　　　期間：２０１７年１０月１４日（土曜日） 

　　　　　内容：敦賀きらめきみなと館で実施された「観光物産inみなと敦賀２０１７」の会場に、海と
日本のＰＲブースを出し、今年の6月から8月にかけて行われた「北前船こども調査
団」の活動パネルや、海と日本のパネルなどを掲示し、同時に海と日本の活動を
紹介するチラシを配り、日本財団・海と日本・北前船こども調査団のPRを行った。
来場者は、２日間で約３万人。
2． ニュース記事の配信１００記事以上
　　　公式ウェブサイトで福井県内のニュース・話題を１１１紹介した。
3． 海応援動画３０本制作・３０回放送

　　２分３０秒（一部３分３０秒）の動画３０本を制作し、福井テレビの夕方情報番組

「おかえりなさ～い」（月～金、夕方１６時５０分～１８時生放送）で、３０回放送した。
※期間は、６月１３日～１１月１日

4． 海活インタビュー１０本制作

キーパーソン１０人を選定し、活動内容、想いを伝える２分３０秒の動画１０本を制作した。
　　選定キーパーソンは以下の通り。

· 敦賀海上保安部　巡視艇えちぜん 潜水士　時田惇志さん
· 越前松島水族館 飼育員　高野祥子さん 

· ダイビングインストラクター  中瀬　保幸さん 

· 越前塩職人 高橋　利明さん 

· 若狭小浜　漁師　　浜屋　直澄さん 

· おさかな集積所「おとと」仕掛け人 ＩＩＯプロデュース社長　　伊藤　俊輔さん 

· ＦＡＭＩＬＩＡＲ オーナー　　今井俊吾さん 

· 河野北前船主通り 案内人　寺下　貢さん 

· 福井県立大学　海洋生物資源学部 ２年　　小畑　有海さん 

· 元漁師　越廼漁協女性部 上野　志津子さん 
5． 海活インタビュー１５秒版を１０本制作し、２００回放送した
６．その他の放送実績
　　　期間：６月～１２月

内容：恋する灯台プロジェクト、海に関する意識調査、さばける塾、海洋危機など
を取材し、福井テレビのニュースで１６回放送
７．市区町村長のメッセージ
　　　坂井市、南越前町、敦賀市、美浜町、高浜町（５市町）のメッセージを取材し
　　　WEBサイトに掲載
８．９つの本部連携イベントを実施した

　　①アマゾン父の日特集福井編の制作と放送

　　放送日時：２０１７年６月１３日（曜日）　１７：２５～１７：３０　２分３０秒

　　取材対象：敦賀市　甲羅組、ますよね　　福井市：越の礒

　　内容：「Ａｍａｚｏｎ」と日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」のコラボ企画。
６月１８日の「父の日」に贈りたい、ふるさとの海鮮おつまみ・お酒を紹介した。 

（甲羅組：かにみそ）（ますよね：へしこ）（越の磯：一期一会）

　　②海でつながるごみ拾い　（海の日一斉アクション）

　　開催日時：２０１７年７月１７日（日曜日）

　　場所：鯖江市、福井市２か所、あわら市、高浜町２か所 

　　参加人数：３１６人

　　内容：７月１７日の「海の日」に、「海と日本プロジェクト」の全国一斉アクション「海

でつながるゴミ拾い」の一環として、福井県内５か所でゴミ拾いを行った。参加

した団体は、鯖江市JK課「鯖江ピカピカプラン」、福井市鷹巣クリーンプロジェ

クト、日本サーフィン連盟福井支部、福井市福井港を美しくする会、高浜町の

ブルーフラッグアカデミー、若狭和田ライフセービングクラブの６団体で、拾っ

たゴミは ゴミ袋２２３枚分だった。

　　③海ポスグランプリ２０１７　　WEB告知

　　期間：２０１７年６月６日～８月３１日 

　　応募者：５人

　　内容：うみぽすグランプリ２０１７について、海と日本プロジェクトinふくいのニ

ュースサイトで、作品募集告知を行った。

　　④恋する灯台プロジェクト　越前岬灯台（認証式・ワークショップ・灯台サミット）

　　期間：２０１７年７月１４日、９月３日、１１月１日 

　　場所：福井県越前町役場、越前町水仙の館、東京日本財団 

　　内容：恋する灯台に選定された福井県越前町で、７月１４日に日本ロマンチスト協会の

波房会長から内藤俊三町長に認定証の授与が行われた。また、９月３日には越

前岬灯台近くの「水仙の館」で、地元の観光関係者、行政など２０人が参加し

て、リーフレット作成のためのワークショップを行った。さらに、１１月１日に

日本財団で行われた「灯台サミット」には、越前町観光商工課の野哲司氏が

参加した。

　　⑤うみダンスと紙芝居

　　期間：２０１７年　取材：９月５日、９月８日　　放送：９月２１日 

　　場所：小鳩幼稚園、つぼみ幼稚園、梅圃幼稚園 

　　参加：小鳩１００人、つぼみ１８人、梅圃８２人 

　　内容：日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」の一環で、子供たちに海の危機を伝える
うみダンスと紙芝居を、３つの幼稚園で取り組んでもらい、９月５日と９月８日に取材し、
９月２１日に夕方情報番組の中で模様を伝えた。

　　⑥さばける塾inふくい
　　期間：２０１７年９月１７日 

　　場所：天谷調理製菓専門学校 

　　内容：天谷調理製菓専門学校の協力を得て、さばける塾inふくいを開催した。参加者は、県内
から募集した３０人の親子で、アジの３枚おろしと、ムニエルフランス風カレーソースに
挑戦した。　　　

　　⑦海洋危機訴求ポスター掲示

　　期間：２０１７年１０月～１２月（５か所）

　　場所：坂井市三国：隠居所、湊座　　福井市：くずし割烹ぽんた、旬ぽんた、ぽんた本店

内容：坂井市と福井市の５軒の店舗に、海を次世代に引き継ぐために我々ができる

ことは何かを感じ取ってもらうポスターを掲示し、海と日本プロジェクトのPRを行った。

　　⑧四十八漁場PR動画の制作（福井県美浜町日向）

　　期間：２０１７年１２月１５日取材・編集

　　場所：福井県美浜町日向漁港

　　内容：日向ではブリを四十八漁場でおいしく食べてもらおうと、神経締め、血抜き

　　　　　　などいろいろな手間をかけている。２０４８年までに地元の魚が減ってしま

わないよう、養殖、漁獲制限など様々な努力をしている漁師さんの想いも含

め２分３０秒のVTRにまとめ、ユーチューブにアップした。

　　⑨ソーシャルイノベーションニュース

　　期間：２０１７年８月３０、３１日、９月１日　

　　内容：福井テレビの夕方ニュース「みんなのニュース」で福井の海洋危機とその解決策を取材
し海洋危機①～③を放送、さらにソーシャルイノベーションニュースのサイトに掲載でき
るよう納品した。

・高校生がマイクロプラスティック調査　４分
・資源枯渇のウニに朗報？　４分
・北潟湖のヘラブナ温暖化で危機　４分

９．オリジナルイベントとして６道県が連動して、「北前船こども調査団」を実施した。

期間：２０１７年６月～１２月

場所：福井・新潟・山形・秋田・青森・北海道の北前船寄港地、船主集落など

内容：まず６-７月、各地で小学５年生が地元の寄港地調査を行い、北前船がもたらした

「食」「産業」「文化・風習」を新聞にまとめた。８月には、各地の代表者３４名が

北海道小樽で「北前船　北海道こどもサミット」と称した交流発表会を開催。

地元で学んだ調査結果を発表しあうことで、自分たちの地域の文化や伝統が北前船

によってどのように継承されてきたのかを理解してもらった。サミットの終わりに

はひとりひとりの想いを船絵馬に綴り、共同宣言にした。さらに、北前船を人々

に知らしめるためのガイドブックを制作して、６エリアの教育委員会を通じて小学

校5年生を中心に８万部配布、（福井県は７２００部）制作には、観光情報誌「ま

っぷる」編集者が各地の寄港地調査から同行し、参加した小学生に取材のポイント

などをアドバイス、北前船が残してくれた地元の宝や自分たちの海と北前船をどう

したら人にうまく伝えられるかを学んだ。完成後は新聞などが取り上げやすい贈呈

式を行ったほか、首都圏のアンテナショップでＰＲイベントも実施した。また１２月には
６エリア合同で羽田空港国際ターミナルで「北前船こども調査団」パネル展を行い
６道県の寄港地の魅力と、北前船の歴史や文化を伝えた。

　
１０．東京発信イベント　２回実施

　　①東京青山の福井県アンテナショップでのPR

　　期間：２０１７年１１月１６日～２２日

　　内容：北前船こども調査団の事業パネル展示、まっぷる北前船版の設置（２００部）

　　　　　海と日本プロジェクトの横断幕設置など

②羽田空港お祭り広場での「北前船こども調査団」パネル展

期間：２０１７年１２月１５日～２２日

内容：各道府県の活動パネルなど９枚を展示、このほか事務局から北前船交流拡大機

構へのまっぷる北前版贈呈、海と日本の横断幕掲示など
＜２＞　事業実施によって得られた成果
オリジナルイベント「北前船こども調査団」、海応援動画、海活インタビューの制作、放送、ニュースサイトの運営などを通じて、県内に事業内容を広く周知し、ネットワークを広げることができた。

今年度になって特に、海と日本プロジェクトが、特に県内の人々に周知されるようになったと感じる。取材や協力などの問い合わせも増えている。

●活動や連携の広がりがわかる事例（オリジナルイベント）
北前船こども調査団では、福井をはじめ新潟、山形、秋田、青森、北海道と６道県が連携したことで大変広がりのある事業となった。また福井県内でも福井県や県教育委員会をはじめ、坂井市、南越前町、敦賀市の４自治体と教育委員会のバックアップをいただいて全県的に注目を集める事業にすることができた。
●地域の人々や推進パートナーの主体的な取り組みの事例など
・推進パートナーである高浜町とは、合同で「高浜の未来を考える水産業検討会議」を開催した。
高浜町は海と日本プロジェクトに大変協力てきで、今後も合同での事業を進める予定。

・坂井市三国町の推進パートナーＩＩＯプロデュースは、福井県実行委員会の依頼に応え、「釣！捌く！食べる！釣りガール」というイベントを実施してくれた。海に関心の低い若い女性層を取り込むのが大きな目的で、今後とも定期的に開く予定。
・若狭町の県海浜自然センターは、これまで福井県実行委員会が手がけた映像を積極的に管内で放送し、海と日本プロジェクトの意義をＰＲしてくれている。
・推進パートナーの越前町とは、恋する灯台プロジェクトでの協力の他にも、町のＨＰでの海と日本プロジェクトのＰＲを行っている。

＜３＞　成功したこととその要因

●オリジナルイベント「北前船こども調査団」について
６道県の連携事業という壮大な規模のイベントは、福井県内ではあまり例がなく、各自治体や教育委員会をはじめ各所から注目をあつめた。特に、敦賀市、南越前町、坂井市の協力は大きく、調査団員の募集、調査箇所の選定、県代表の決定などあらゆる場面で協力をいただいた。福井県の教育長、敦賀市の教育長、南越前町の教育長、坂井市の教育長に直接会って、海と日本プロジェクトの意義やこども調査団の内容について理解を得たことが大きかったと考える。また、２５以上の民間団体や企業の協力（ボランティアでの施設の案内や付き添いなど）を得ることもできた。また、２０１７年４月に、北前船寄港地や船主集落が日本遺産に指定（福井では、敦賀市・南越前町河野）されたことも成功した要因で、福井県の観光営業部長からも「素晴らしい企画で、本来なら福井県がやるべき事業だ。何でも協力する」との言葉までいただけた。

●推進のパートナーとの連携について

三国町の推進パートナーＩＩＯプロデュースは、海と日本プロジェクトを激賞しており、同社が出す定期的な刊行物では、海と日本プロジェクトの記事を載せて、地元では大きなＰＲ効果を上げている。同社をきっかけにして坂井市三国町では、海と日本プロジェクトの知名度が飛躍的に上がっている。共同事業は今年度「釣りガールイベント」だけだったが、新年度はさらに多くのイベントを共同開催する予定である。
＜４＞　失敗したこととその要因

●「北前船こども調査団」では、詳細決定から地元調査までの時間が短く、「子供たちが自分で学ぶ」という仕組みを十分に検討できたかどうか反省が残る。また、北海道サミットにおいても、各地の代表児童が発表する内容はあれでよかったのか？分かりにくかったと思う。６道県の連動なので、各地の熱量の差も含め、十分に目的や事業のやり方を共有できなかった点があり、広域連携の難しさを感じた。今後の課題としたい。
●推進パートナーを集めることに大変苦労した。大きな企業などでは、何度も説明に行くこともあり、容易には進まなかった。来年度はもっと早く始動したい。
事業成果物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・キーパーソン１０名の紹介動画１０本（１５秒）

・キーパーソン１０名のインタビュー動画１０本（２分３０秒）

・公式サイトにおける掲載記事１１１本

・海に関するイベント応援動画３０本（２分２０秒～３分３０秒）

・四十八漁場ＰＲ動画1本（２分３０秒）

・オリジナルイベント（北前船こども調査団）のチラシ、オリジナル缶バッジ４１、

調査団ノート２種、オリジナル帽子４１、北前船ガイドブック８５００部

・報告書
（様式）

2/2
収支計算書
（２０１７年３月１日から　２０１８年３月３１日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
(A)
	決算額
(B)
	受入済額
(C)
	返還額
(D = A – C)
	備考

	日本財団助成金収入
	25,000,000
	25,000,000
	25,000,000
	0
	　

	自己負担
	0
	0
	0
	0
	　

	収入合計
	25,000,000
	25,000,000
	25,000,000
	0
	　

	
	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	
	

	科目
	予算額
	決算額
	支出済額
	未払額
	備考

	人件費（渉外担当）
	2,700,000
	2,700,000
	2,700,000
	0
	　

	　　〃 （連携ディレクター）
	900,000
	900,000
	900,000
	0
	　

	　　〃 （応援動画）
	6,150,000
	6,150,000
	6,150,000
	0
	　

	　 〃　（キーパーソン動画）
	2,940,000
	2,940,000
	2,940,000
	0
	　

	　　〃 （イベント制作実施）
	2,310,000
	2,310,000
	2,310,000
	0
	　

	　動画および
	
	
	
	
	　

	　イベント制作諸経費
	5,000,000
	5,000,000
	5,000,000
	0
	　

	　委託費
	5,000,000
	5,000,000
	5,000,000
	0
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	　
	
	
	
	
	　

	支出合計
	25,000,000
	25,000,000
	25,000,000
	0
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